
ご
挨
拶

宮
司
　
澤
田
政
泰

　

本
年
も
は
や
く
も
半
年
が
過
ぎ
、
例
年
の
事
な
が
ら
、

初
詣
、
二
月
の
祈
年
祭
、
五
月
の
春
季
大
祭
並
び
に
地

車
祭
等
、
諸
祭
儀
・
行
事
共
に
事
故
な
く
恙
な
く
終
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
一
重
に
大
神
様
の
御
加
護

と
氏
子
・
崇
敬
者
各
位
の
ご
尽
力
の
お
蔭
と
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
一
年
三
ヶ
月
過
ぎ
ま

し
た
が
、
復
興
事
業
は
一
向
に
進
ん
で
い
る
様
に
は
思

え
ま
せ
ん
。
瓦
礫
処
理
は
心
無
い
市
民
運
動
家
の
反
対

に
よ
り
受
け
入
れ
が
難
し
く
、
防
潮
堤
建
設
か
高
台
移

転
か
等
の
再
建
計
画
も
調
整
が
難
し
く
問
題
は
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
福
島
県
は
も
っ
と
深
刻
で
原
発
事
故
の

後
始
末
は
、
気
が
遠
く
な
る
程
で
す
。
私
達
も
微
力
な

が
ら
、
復
興
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
復
興
は
早
く
、
震
災
後
半
年
を
過
ぎ
た
時
か
ら
、

地
鎮
祭
が
凄
い
数
で
あ
っ
た
事
を
思
い
だ
し
ま
す
。
神

社
も
震
災
三
年
後
に
は
社
務
所
の
再
建
を
果
た
し
、
凡

そ
の
復
興
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
、
そ
の

後
も
、
手
水
舎
・
四
阿
の
再
建
、
拝
殿
大
屋
根
葺
替
、

社
務
所
別
館
の
新
築
、
拝
殿
横
階
段
の
増
設
等
々
震
災

前
に
も
増
し
て
設
備
が
整
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
年

は
、
境
内
の
整
備
を
進
め
て
行
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

ま
ず
手
始
め
に
、
力
石
を
整
備
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は

本
号
に
記
載
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
御
参
拝
の
時
に
は

一
度
ユ
ッ
ク
リ
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

又
、
あ
り
が
た
い
事
に
、
献
木
が
二
本
ご
ざ
い
ま
し

た
。
拝
殿
前
東
側
の
「
枝
垂
桜
」
の
樹
勢
が
衰
え
て
き

て
お
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
横
に
、
十
年
物
の
苗
木
を
、

神
戸
甲
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
か
ら
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。
二
月
の
植
樹
で
し
た
が
、
四
月
の
始
め
に
、

も
う
可
愛
い
花
が
数
輪
開
き
ま
し
た
。
六
月
の
始
め
に

は
、
神
社
お
隣
の
和
田
様
よ
り
「
松
」
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
松
は
、
神
社
の
松
の
実
生
で
、
お
庭
で
大

き
く
な
っ
た
と
の
事
で
数
年
ぶ
り
の
里
帰
り
で
す
。
郡

家
会
館
の
前
に
植
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

皆
様
が
気
持
ち
よ
く
参
拝
し
て
い
た
だ
け
ま
す
様
、
順

次
境
内
の
整
備
を
致
し
て
行
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（1） ゆづるは神社社報（第25号） 平成24年7月1日ゆ　　　づ　　　る　　　は

大正時代の祭礼　西之町の地車と子供達の集合写真です
（瓦屋根の拝殿は、残念ながら大正１４年正月に消失しました）



　

今
年
の
四
月
、
神
社
境
内
整
備
事
業
の
始
め
に

力
石
を
選
び
ま
し
た
。

　

場
所
は
、
境
内
中
段
、
東
入
口
（
香
雪
美
術
館

に
出
る
所
）
の
近
く
で
す
。

【 

力　

石 

】

　

神
社
の
境
内
に
置
か
れ
た
も
の
で
、
力
量
を
た

め
し
又
は
祈
念
す
る
た
め
に
奉
納
し
た
物
。
江
戸

を
中
心
に
各
地
の
神
社
で
行
わ
れ
江
戸
時
代
末
期

か
ら
明
治
初
期
に
流
行
し
た
。
形
の
多
く
は
卵
形

で
、
差
上
げ
た
者
の
氏
名
と
重
量
が
刻
ん
で
あ
る

石
に
神
霊
の
憑
る
思
想
が
基
礎
と
な
っ
て
そ
れ
を

差
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
の
感
応
を
知
る
一
種

の
石
占
い
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て

い
る　

　

★
新
川
七
五
郎

　

池
辺
村
（
横
浜
市
都
筑
区
池
辺
町
）
の
出
身
、

若
林
姓
、
生
歿
年
不
詳
、
享
年
五
十
三
歳
。

　

江
戸
新
川
（
東
京
都
中
央
区
新
川
）
の
「
タ
ル

コ
ロ
職
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
※
新
川
は
関

西
方
面
か
ら
の
船
荷
が
着
く
所
で
、
下
り
酒
問
屋

等
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。「
タ
ル
コ
ロ
」
と
は
、
そ

の
荷
揚
げ
に
従
事
す
る
者
の
通
称
で
あ
っ
た
。

　

七
五
郎
は
慶
応
三
年
（
西
暦
一
八
六
七
年
）
四

月
の
大
阪
力
持
ち
番
付
に
記
載
が
あ
り
度
々
関
西

方
面
で
、
力
持
ち
興
業
を
行
っ
て
い
る
。
興
業
先

の
嘉
藤
熊
治
郎
家
脇
の
舞
台
で
、
俵
曲
持
芸
終
了

と
同
時
に
卒
中
で
死
亡
し
た
。
家
督
を
相
続
し
た

兄
の
所
に
、
死
亡
先
埋
葬
願
の
下
書
き
が
残
さ
れ

て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
神
奈
川
県
橘
樹
郡
池
辺
村

百
六
十
三
番
地　

力
持
芸
人　

若
林
七
五
郎　

本

年
五
十
三
年
」
あ
る
。

　

★
江
戸
鬼
熊
（
門
人
新
川
七
五
郎
）

　

鬼
熊
と
は
江
戸
後
期
に
活
躍
し
た
力
持
ち
で
多

く
の
門
人
が
い
た
。
名
は
熊
治
郎
（
姓
不
詳
）。
鬼

の
よ
う
な
力
持
ち
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
鬼
熊
と
呼

ば
れ
た
。
当
時
江
戸
神
田
鎌
倉
河
岸
の
酒
問
屋「
豊

島
十
兵
衛
」
の
タ
ル
コ
ロ
で
あ
っ
た
。

　

★
七
五
郎
刻
銘
の
あ
る
力
石
は
当
社
の
物
を
含

め
て
七
基
確
認
さ
れ
て
い
る
。

① 

稲
荷
神
社
（
横
浜
市
都
筑
区
川
向
町
）

 

明
治
六
年　
（
西
暦
一
八
七
三
年
）

② 

杉
山
神
社
（
横
浜
市
都
筑
区
池
辺
町
）

 

明
治
四
年　
（
西
暦
一
八
七
一
年
）

③ 

郵
船
倉
庫
（
東
京
都
中
央
区
箱
崎
）

　

 

現
在
行
方
不
明

④ 

当　

社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

　

 

文
久
元
年　
（
西
暦
一
八
六
一
年
）

⑤
長
田
神
社
（
神
戸
市
長
田
区
）

　
　
　

 

文
久
元
年　
（
西
暦
一
八
六
一
年
）

⑥ 

沼
名
前
神
社
（
広
島
県
福
山
市
鞆
町
）

 

安
政
五
年　
（
西
暦
一
八
五
八
年
）

⑦ 

尾
道
市
立
美
術
館
分
館
（
広
島
県
尾
道
市
）

　

 

年
号
な
し

新
川
七
五
郎
の
詳
細
は
、
福
島
県
の
金
井
晃 

様

よ
り
御
教
授
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

真
中
の
石
の
碑
文

 

豊
年
石
奉
納
　
文
久
辛
酉
秋

　
御
影
世
話
人
　
平
野
喜
助
　
谷
田
音
吉

　
　 

江
戸
鬼
熊
門
人
新
川
七
五
郎

　
　
大
阪
荒
物
屋
松
本
辰
五
郎
　
持
之
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新
　
春

【
玉
串
料
】

原
　
　

乙

彦

御
影
屋
　
　
犬
塚

中

野
　
　

隆

麦

谷

富

雄

池

田

英

代

市

川

道

子

魚

海

滋

三

薄

井

一

美

岡

田
　
　

勝

河

南

一

雄

木

岡

良

仁

工

藤

良

裕

栗

岡

律

子

小

泉

欧

児

斎

藤

利

雄

酒

井

徹

郎

坂

本
　
　

隆

関
　

由

紀

子

常

 

盤

 

堂

三

木

圭

二

國

廣

節

子

い

わ

た

園

内

田

寛

之

谷

田

雅

夫

濱
田
太
一
郎

松

本

眼

科

盛

山

正

仁

山

形

敬

直

横

江

光

二

田

中

英

雄

【
献
酒
】

菊
正
宗
酒
造

白

鶴

酒

造

剣

菱

酒

造

櫻
正
宗 

（
滝
鯉
）

大

黒

正

宗

（
安
福
又
四
郎
商
店
）

神
戸
酒
心
館
（
福
寿
）

灘

泉

（
泉
勇
之
介
商
店
）

泉

正

宗

郡
家
自
治
会

郡
家
地
車
保
存
会

郡
家
青
年
会

上
御
影
協
力
会

上
御
影
青
年
会

中
御
影
青
年
会

弓
場
青
年
会

五
六
自
治
会

五
六
青
年
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

石
久
　
乾
石
材

植

木

信

行

岡

田
　
　

勝

シ
ャ
ル
マ
　
兼
清

関
西
電
気
商
会

岸

見

元

夫

秋
香
報
恩
会

酒

井

徹

郎

高
羽
幼
稚
園
理
事
長

田
川
　
智

田

嶋

英

雄

龍

野

耕

一

谷

口

秀

哉

野

　

澤

畠

中

和

廣

林
茂
一
　
慎
二

藤

原
　
　

久

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

神
戸
第
五
八
団

野

　

黒

松

本

利

子

李
　
　

花

子

御

影

石

材

み
か
さ
商
店

柳

田
　
　

亮

【
献
品
】

新
米

保
元
孝
彦

太
田
食
料
品
店

缶
ビ
ー
ル
一
ケ
ー
ス

  

鹿
嶽
商
会

缶
ジ
ュ
ー
ス
一
ケ
ー
ス

め
ぐ
み
鍼
灸
院

春
祭
・
祈
年
祭

【
玉
串
料
】

東
町
区
自
治
会

御
影
弓
場
自
治
会

中
御
影
地
車
保
存
会

御
影
本
町
五
六
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

平

田
　
　

隆

藤

原
　
　

久

西
御
影
親
和
会

魚

海

滋

三

太

田

清

隆

河

南

一

雄

田

中

艶

子

谷

田

雅

夫

綱
敷
天
満
神
社

夏
原
房
次
郎

藤

澤

福

男

柳

田
　

亮

吉

野

省

三

一

原

裕

継

河
南
美
代
子

廣

瀬

和

司

【
献
酒
】

中
御
影
地
車
保
存
会

野

　

澤

【
献
品
】

鯛          

絹
川
三
郎

清
涼
飲
料
一
ケ
ー
ス

大
田
食
料
品
店

五
月
大
祭

【
玉
串
料
】

村
山
美
知
子

弓
弦
羽
神
社
春
祭
協
賛
会

中
御
影
地
車
保
存
会

東
町
区
自
治
会

御
影
弓
場
自
治
会

西
御
影
親
和
会

御
影
西
町
地
区

魚

海

滋

三

植

木

絹

光

大
野
は
じ
め

岡

田
　
　

勝

酒

井

徹

郎

高
橋
し
ん
ご

㈱

谷
　
　

尾

中

野
　
　

隆

中

野

滝

子

平

田
　
　

隆

藤

原
　
　

久

藤

原

和

子

安

井

俊

彦

西
平
野
自
治
会

池

田

英

代

岩

田

弘

子

内

田

寛

之

浦

上

忠

文

河

南

一

雄

川

辺
　
　

正

高

嶌

荘

八

竹

中

栄

一

田

中

艶

子

谷

田

雅

夫

綱
敷
天
満
神
社

夏
原
房
次
郎

錦

川

淳

子

濱
田
太
一
郎

廣

瀬

和

司

藤

澤

福

男

盛

山

正

仁

柳

田
　
　

亮

山

形

敬

直

横

畑

和

幸

一

原

裕

継

河
南
美
代
子

【
献
酒
】

菊
正
宗
酒
造
㈱

白
鶴
酒
造
㈱

剣
菱
酒
造
㈱

郡
家
地
区
自
治
会

郡
家
地
区
地
車
保
存
会

郡
家
地
区
青
年
会

上
御
影
協
力
会

平
野
地
車
保
存
会

上
御
影
青
年
会

中
御
影
地
車
保
存
会

中
御
影
青
年
会

西
御
影
地
車
保
存
会

東
町
区
地
車
保
存
会

弓
場
地
車
保
存
会

御
影
本
町
五
六
自
治
会

御
影
本
町
五
六
青
年
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

御
影
西
町
地
区
青
年
会

石
久
　
乾
石
材

植

木

信

行

岡

田
　
　

勝

関
西
電
気
商
会

酒

井

徹

郎

シ
ャ
ル
マ
　
兼
清

㈱

谷
　
　

尾

徳
田
昭
一
郎

橋
本
会
計
士
事
務
所

藤

原
　

久

み
か
さ
商
店

柳

田
　

亮

李
　

花

子

【
献
品
】

缶
ビ
ー
ル
二
ケ
ー
ス

弓
弦
羽
神
社

春
祭
協
賛
会

鯛          

絹
川
三
郎

柏
餅
　
壱
百
個

虎
屋
吉
末

缶
ジ
ュ
ー
ス
一
ケ
ー
ス

恵
美
鍼
灸
院

お
茶
　
一
ケ
ー
ス

松
本
眼
科

柚
丸
　
一
ケ
ー
ス

㈱
カ
ネ
ト
シ

川
島
弘
明

枇

杷
　

一

箱

大
田
食
料
品
店

月
次
祭

大
田
食
料
品
店

奥
野
商
事
㈱

岡

本

茂

行

河

南

一

雄

國

廣

節

子

小

泉

欧

児

小

前

和

代

高
羽
幼
稚
園
理
事
長

田
川
　
智

田

中

英

雄

田

嶋

英

雄

野

　

黒

藤

原
　
　

久

月
　
釜

伊

村

宗

智

渡

辺

宗

倫

渋

谷

宗

雅

煎
茶
道
小
笠
原
流

香
道
　
泉
山
御
流

新
年
・
祈
年
祭
並
び
に
春
季
大
祭
な
ど
例
年
特
別
の
玉
串
料
並
び
に
献
備
品
が
数
多
く
奉
献
せ
ら
れ
、
御
神
徳
を

景
仰
さ
れ
る
方
々
に
よ
っ
て
、逐
年
、神
威
の
高
揚
と
社
頭
の
隆
昌
と
を
仰
ぎ
ま
す
こ
と
は
御
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
御
篤
志
の
方
々
の
芳
名
を
録
し
、
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
　
上
期
　
祭
礼
等
奉
賛
者
御
芳
名

（3） ゆづるは神社社報（第25号） 平成24年7月1日ゆ　　　づ　　　る　　　は



一
月
　
一
日
　
歳
旦
祭

　
　
　
　
　
　
吉
例
　
鏡
開
（
ふ
る
ま
い
酒
）

　
　
　
　
　
　
境
内
警
備
　
奉
仕
　
各
地
区
青
年
会

　
　
　
二
日
　
新
春
「
壽
」
茶
席
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
仕
　
淡
交
会
青
年
部

　
　
　

　
　
　
三
日
　
元
始
祭

　
　
十
四
日
　
御
保
岐
祭

　
　
十
五
日
　
と
ん
ど
（
神
札
・
注
連
飾
焼
納
）

　
　
十
六
日
　
神
社
庁
神
戸
市
支
部
東
灘
部
会

　
　
　
　
　
　
定
例
部
会
　
於
　
綱
敷
天
満
神
社
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
司
・
権
禰
宜
参
加

　
二
十
二
日
　
春
祭
・
地
車
祭
　
打
合
始

　
　
　
同
　
　
新
春
奉
仕
総
代
・
青
年
会
　
懇
親
会

　
　
三
十
日
　
神
社
庁
神
戸
市
支
部
　
役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
新
年
総
会

　
　
　
　
　
　
於
：
湊
川
神
社
　
宮
司
出
席

二
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
二
日
　
大
阪
管
区
　
教
誨
師
役
員
会

　
　
　
　
　
　
於
：
大
阪
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
出
席

　
　
十
二
日
　
月
　
釜
（
裏
千
家
・
伊
村
宗
智
）

　
二
十
四
日
　
兵
庫
県
神
社
庁
役
員
会

　
　
　
　
　
　
於
：
神
社
庁
　
　
宮
司
出
席

　
二
十
六
日
　
祈
年
祭
　
参
列
三
十
三
名
　

　
　
　
同
　
　
総
代
会
　
参
加
三
十
一
名

　
二
十
七
日
　
献
木
　
枝
垂
桜
植
樹

　
　
　
　
寄
贈
　
神
戸
甲
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

三
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
七
日
　
神
社
庁
神
戸
市
支
部
役
員
会

　
　
　
　
　
　
於
：
生
田
神
社
　
宮
司
出
席

　
　
十
一
日
　
月
　
釜
（
江
戸
千
家
・
渡
辺
宗
倫
）

　
　
十
七
日
　
弓
弦
羽
神
社
責
任
役
員
会

　
　
　
　
　
　（
予
算
案
等
審
議
）
於
：
社
務
所

　
二
十
二
日
　
兵
庫
県
神
社
庁
役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
協
議
員
会

　
　
　
　
　
　
於
：
湊
川
神
社
　
宮
司
出
席

　
二
十
三
日
　
神
社
庁
神
戸
市
支
部
総
会

　
　
　
　
　
　
於
：
長
田
神
社
　
宮
司
出
席

四
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
　
　
　
御
影
「
は
な
び
ら
ま
つ
り
」
開
催

　
　
　
八
日
　
月
　
釜
（
裏
千
家
・
渋
谷
宗
雅
）

　
　
十
一
日
　
神
社
庁
神
戸
市
支
部
東
灘
部
会

　
　
　
　
　
　
定
例
部
会
　
於
　
本
住
吉
神
社
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
司
・
権
禰
宜
参
加

　
二
十
四
日
　
兵
庫
県
神
社
　
役
員
会

　
　
　
　
　
　
於
：
兵
庫
県
神
社
庁
　
宮
司
出
席

　
二
十
五
日
　
神
社
庁
神
戸
市
支
部
役
員
会

　
　
　
　
　
　
於
：
生
田
神
社
　
宮
司
出
席

初詣風景　拝殿側から参拝者を望む

本年度地車祭　布令番　東之町

（4）（第25号）ゆづるは神社社報平成24年7月1日 ゆ　　　づ　　　る　　　は



五
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
三
日
　
春
季
大
祭
　
参
列
五
十
七
名

　
　
　
四
日
　
地
車
宮
入   

　
　
十
三
日
　
月
　
釜
（
煎
茶
・
小
笠
原
流
）　

　
　
十
一
日
　
兼
務
社 

西
平
野
厳
島
神
社
　
春
祭

　
　
十
八
日
　
神
戸
み
な
と
祭
り

　
　
　
　
　
　
於
：
神
戸
海
洋
博
物
館

　
　
　
　
　
　
宮
司
並
び
に

　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
神
社
庁
神
戸
市
支
部
員
奉
仕

二
十
六
日
・
二
十
七
日
　
　
神
社
庁
神
戸
市
支
部
震
災
復
興
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
宮
城
県
女
川
町
被
災
者
十
三
名

　
　
　
　
　
　
来
神
接
遇
　
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　
　
　
　
宝
塚
八
王
子
神
社
他
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
司
参
加

六
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
五
日
　
献
木
　
松

　
　
　
　
寄
贈
　
郡
家
　
　
和
田
　
宏
　
様

　
　
　
十
日
　
月
　
釜
（
香
道
・
泉
山
御
流
）

　
　
十
一
日
　
兵
庫
県
教
誨
師
会
　
役
員
会

　
　
　
　
　
　
於
：
加
古
川
刑
務
所
　
宮
司
出
席
　
　

　
二
十
四
日
　
神
社
責
任
役
員
会

　
　
　
　
　
　（
決
算
並
び
に
補
正
予
算
審
議
）

　
　
同
　
日
　
神
社
総
代
会
　

　
二
十
一
日
　
兵
庫
県
神
社
　
役
員
会

　
　
　
　
　
　
於
：
兵
庫
県
神
社
庁
　
宮
司
出
席

　
　
三
十
日
　
夏
越
「
大
祓
」

春季大祭　祭典奉仕　　東之町地区
最左　酒井　徹　様　　最右　結城正佳　様
真中の　４名は　受付・直会奉仕　婦人部の皆様

神戸新聞　平成２４年５月２７日朝刊 神戸新聞　平成２３年１２月２３日朝刊
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平
成
二
十
四
年
　
下
半
期
行
事
予
定

七
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
八
日
　
月
　
釜
（
裏
千
家
・
古
川
宗
晶
）

　
　
十
五
日
　
夏
祭
・
崇
敬
会
大
祭

八
月
　
一
日
　
月
次
祭

九
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
二
日
　
兵
庫
県
神
社
関
係
者
大
会
　
於
：
城
崎

　
　
　
九
日
　
月
　
釜

　
　
　
　
　
　（
表
千
家
・
市
川
社
中
　
花
み
ず
き
の
会
）

　
　
三
十
日
　
崇
敬
会
参
拝
旅
行

　
　
　
　
　
　
滋
賀
県
・
田
村
神
社
と
秋
の
湖
東

十
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
十
四
日
　
月
　
釜

　
　
　
　
　
　（
表
千
家
・
加
藤
か
ず
江
・
志
賀
　
縁
）

　
　
十
一
日
　
兼
務
社
（
西
平
野
）
厳
島
神
社
　
例
祭

　
　
十
五
日
　
例  

祭
　

十
一
月
一
日
　
月
次
祭
　

十
一
月
　
中
　
七
五
三
御
祈
祷
受
付

十
二
月 

一
日
　
月
次
祭
　

　
　
　
九
日
　
月
　
釜
（
裏
千
家
・
末
田
宗
季
）

　
二
十
三
日
　「
焼
き
芋
」
大
会
（
崇
敬
会
主
催
）　

　
三
十
一
日
　
年
越
「
大
祓
」 

除
夜
祭

神
社
役
員
・
総
代
委
嘱
　

　
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付
を
も
っ
て
、
左
記
の
方
々
に
神
社
責
任
役
員
・
総
代
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。
そ
の
間
神
社
祭
典
や
行
事
等
、
い
ろ
い
ろ
と
御
奉
仕
い
た
だ
き
ま
す
。

　
又
、
参
与
は
、
長
年
責
任
役
員
並
び
に
総
代
と
し
て
御
奉
仕
い
た
だ
い
た
方
々
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

各
地
区
総
代
　
◎
印
は
責
任
役
員
を
兼
ね
る

郡

家

平

野

中
御
影

西
御
影

東
之
町

弓

場

中
之
町

西
之
町

参

与

谷

田

雅

夫

大

西

勇

夫

高

嶌

荘

八

夏
原
房
次
郎

柳

田
　
　

亮

平

田
　
　

隆

河

合

英

一

酒

井

徹

郎

柴

田

陽

三

宮

本

寛

三

保

元

孝

彦

西

島
　
　

徹

赤

松

徳

子

中

野

瀧

子

平

井

清

美

平

野

裕

之

山

形

敬

直

藤

澤

福

男

一

原

裕

継

小

南
　
　

健

田

中

艶

子

廣

瀬

和

司

坪

田

三

郎

大
城
代
幸
子

大

澤
　
　

潔

木

下

幸

男

玉

澤

道

夫

吉

村

和

雄

藤

原
　
　

久

谷

口

治

男

西

村

忠

博

福

永

勝

一

松

尾

博

通

森

下

正

義

絹

川

三

郎

太

田

清

隆

杉

本

憲

一

千
足
耕
一
郎

浜
田
太
一
郎

三

島

秀

文

吉

野

省

三

鍵

田

武

志

安

達

和

隆

島
　
準
之
祐

前

田

瑞

穂

角

谷

政

徳

薄

井

一

美

長

尾

徳

一

柏

木

康

男

河

南

一

雄

伴
　
　

邦

夫

才

木

荘

輔

◎◎◎

◎◎◎

◎◎
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